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「
国
際
薬
膳
師
（
士
）」は
、
中
医
薬
膳
学
の
普
及
の
た
め
薬
膳
の
専
門

家
に
与
え
ら
れ
る
資
格
と
し
て
日
本
で
初
め
て
認
定
・
発
行
さ
れ
た
も

の
で
す
。
２
０
０
０
年
か
ら
試
験
が
実
施
さ
れ
、
合
格
者
に
与
え
ら
れ

る
資
格
と
し
て
20
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
資
格
認
定
・
発
行
を

行
っ
て
い
た
中
国
薬
膳
研
究
会
は
、
１
９
９
５
年
10
月
に
正
式
に
成
立

し
た
中
国
国
家
中
医
薬
管
理
局
に
属
す
る
一
級
学
会
で
あ
り
、
中
国
政

府
が
唯
一
認
め
た
薬
膳
の
学
術
団
体
で
す
。

　

２
０
２
３
年
ま
で
は
中
国
薬
膳
研
究
会
が
資
格
の
発
行
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年
中
国
政
府
の
政
策
転
換
に
よ
り
薬
膳
に
関
わ

る
資
格
認
定
は
中
国
国
内
で
学
ん
だ
学
生
の
み
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
決
定
を
受
け
て
中
国
薬
膳
研
究
会
と
も
相
談
し
、

今
ま
で
の
実
績
と
経
験
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
中
医
薬
膳
学
の
教
育

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
試
験
と
資
格
認
定
・
発
行
を
継
続
し
た
方

が
良
い
と
判
断
さ
れ
、「
国
際
薬
膳
師
（
士
）」の
名
称
を
使
用
し
て
も
良

い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
日
本
国
際
薬
膳
師
会
の
会
長
、
副
会
長
と
本
草
薬
膳
学
院
の

役
員
方
と
協
議
し
た
結
果
、「
国
際
薬
膳
師
（
士
）」の
有
資
格
者
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
日
本
国
際
薬
膳
師
会
が
資
格
を
発
行
す
る
こ
と
が

最
適
で
は
な
い
か
と
の
結
論
と
な
り
、「
国
際
薬
膳
師
」並
び
に
「
国
際

薬
膳
士
」の
商
標
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
２
５
年
か
ら
日
本
国
際
薬
膳
師
会
の
中
に
資
格
認
定
に

関
わ
る
部
門
と
し
て
、
資
格
認
定
機
構
を
設
置
す
る
こ
と
な
り
、
今
年

の
国
際
薬
膳
師
（
士
）資
格
認
定
試
験
は
本
草
薬
膳
学
院
と
協
力
し
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
２
０
０
０
〜
２
０
２
４
年
ま
で
本
草
薬
膳
学
院

が
試
験
問
題
を
作
成
し
て
い
た
た
め
、
受
験
科
目
や
難
易
度
は
そ
の
ま

ま
、
同
等
の
内
容
で
試
験
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

資
格
認
定
機
構
は
試
験
申
請
の
審
査
、
受
験
許
可
書
の
発
行
、
試
験

官
・
採
点
官
の
任
命
、
合
格
者
の
認
定
、
資
格
証
書
の
作
成
と
発
送
、
授

与
式
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
中
で
も
資
格
認
定
証
書
授
与
式
は
、
重
要

な
行
事
と
考
え
て
い
ま
す
（
毎
年
5
月
、
日
本
国
際
薬
膳
師
会
の
総
会

に
合
わ
せ
て
実
施
）。

　
「
国
際
薬
膳
師
（
士
）」は
、
中
医
基
礎
学
・
中
医
診
断
学
・
中
医
内

科
学
・
中
医
営
養
薬
膳
学
・
食
材
学
・
中
薬
学
・
方
剤
学
・
弁
証
施
膳

な
ど
の
規
定
学
習
時
間
を
満
た
し
た
方
は
ど
な
た
で
も
受
験
資
格
が

あ
り
ま
す
。
厳
正
な
資
格
認
定
試
験
を
経
て
、
薬
膳
に
必
要
な
知
識
が

一
定
の
基
準
に
達
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
方
が
合
格
と
判
断
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
日
本
国
内
の
有
資
格
者
は
２
０
０
０
名
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
中
医
薬
膳
学
を
学
び
、基
準
学
習
時
間
等
を
ク
リ
ア
し
、「
国

際
薬
膳
師
（
士
）」と
同
等
の
資
格
を
持
っ
た
方
が
、
一
般
社
団
法
人
日

本
国
際
薬
膳
師
会
へ
入
会
す
る
際
の
審
査
基
準
や
、「
国
際
薬
膳
師

（
士
）」の
有
資
格
者
の
中
か
ら
更
に
高
度
な
知
識
を
持
っ
た
方
が
取

得
で
き
る
薬
膳
の
専
門
講
師
の
資
格
基
準
も
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
に
は
薬
膳
に
関
す
る
資
格
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
現
在
の
日
本
で
は
い
ろ
い
ろ
な
資
格
が
発
行
さ
れ
、
内
容
や

難
易
度
も
様
々
で
す
。
日
本
の
健
康
科
学
の
一
翼
を
担
う
存
在
と
な

る
べ
く
、
中
医
学
に
基
づ
い
た
弁
証
施
膳
を
軸
と
し
て
、
専
門
的
な
内

容
や
難
易
度
を
保
ち
な
が
ら
中
医
薬
膳
学
の
普
及
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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各部報告・お知らせ　
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毎号、３人の会員の方からエッセーをお寄せいただいております。各地で薬膳を通じて活躍していらっしゃる方々の話を掲載し
ております。ぜひ、みなさまのご協力をいただけると幸いです。　
koho-bu@yakuzenshi-kai.jp
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資格認定
機　　構

〇くこ68号の総会事業報告の令和6年度事業報告 ９.
　国際薬膳師試験の結果記載に誤りがありました。訂
　正いたします。合格者数140名：国際薬膳師134名、
　国際薬膳士６名、国際薬膳調理師72名です。
○来年度の会員継続への年会費 3000 円の納入期限は
　令和８年３月末です。納入についてのお知らせを同封
　いたしました。期限までのお振込みをお願いいたしま
　す。お問合せはHPよりお願いいたします。

・三菱UFJ銀行  日本橋支店（020）  
　普通預金   口座番号  0843089  
　名義：一般社団法人日本国際薬膳師会 
　　　　シャ）ニホンコクサイヤクゼンシカイ

・ゆうちょ銀行  口座番号  00130-4-365119
　名義：一般社団法人日本国際薬膳師会  
　　　　シャ）ニホンコクサイヤクゼンシカイ

(一社)日本国際薬膳師会設立記念講演会終了しました。
多数の方のご参加ありがとうございました。

実施日時：令和７年11月23日（日・祝）
13 : 00～19 : 00
会場：アルカデア市ヶ谷私学会館
第１部　特別講演会

演題：「健診データのAI解析における認知症予防法
(AICOG)と薬膳の融合」
講師：酒谷　薫先生
会員事例報告
大竹宗久さん・庄中一真さん・麻木久仁子さん　
薬膳に対する想いの数々を紹介していただきました。

「今月の薬膳」に会員の皆様のレシピを掲載中です。広く各地の皆様からの投稿を心待ちにしております。
詳しくはHPをご覧ください。不明な点はこちらまで　Mail : nintei-yzn2025@yakuzenshi-kai.jp

国際薬膳師（士）・国際薬膳調理師資格認定試験の実施
実施日：2026年4月11日（土）、12日（日）
合格発表：2026年4月24日（金）（日本国際薬膳師会のHP上）

本年度は活動を実施できませんでした。次年度は、まず
各地域の皆様に現状や課題、求めている支援内容を伺
い、その声をもとに地域の実情に即した活動計画を立案

していく予定です。地域との連携を重視し、より意義あ
る活動を目指します。

○〈食薬同源〉の「私の街のおすすめ食材」や「会員に
　スポット」の投稿用フォーマットがご利用頂けます。
　おすすめ情報などを記入してご応募ください。
○〈ワンポイント食養生〉にて、治則＝治療原則、病因の
　四字成語をわかりやすく解説しています。
○〈今月の薬膳〉では認定部が認定したレシピを掲載中
　です。

【会長講演会】
2026年1月29日(木) 13:30～15:30 （受付13:15)
会場：本草薬膳学院東京校 
演題：「古典に学ぶ季節の養生と中医学の知恵」 
講師：辰巳 洋 会長
受講方法：会場参加（Web録画受講付き） / Web
録画受講のみ 　＊受講料　2,000円 

【春の講習会】
2026年3月15日（日）午前・午後の２回
一回講座29名限定（会場受講のみ）
演題：～薬食同源の調味料「七味唐辛子」を作ろう～ 
講師：緒方千秋先生 
会場：日本橋社会教育会館地下二階調理室
受講料：３,５00円（材料費込み）

スマホ用ページ instagramPC用ページ facebook

一般社団法人日本国際薬膳師会　QRコード

〈スマホ専用ダイジェスト版〉をご活用ください。

会報誌「くこ69号」（12月1日）発行・「くこ70号」（2026年4月1日）発行予定。


